
学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 256時間 単位数 8単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

さかな飼育実習Ⅰ-1　水槽の立ち上げ基礎 64 2
内容：
60cm水槽のシステムを理解し、実働できる状態までの準備及び観賞魚の基礎的な飼育方法を習得する

64 2
64 2

さかな飼育実習Ⅰ-2 養殖槽の立ち上げ基礎 64 2
内容：
2m養殖槽の管理方法を理解し、実働できる状態までの準備及び養殖魚の基礎的な飼育方法を習得する

64 2
64 2

さかな飼育実習Ⅰ-3　水槽レイアウト基礎 64 2
内容：

32 1
32 1

さかな飼育実習Ⅰ-4 養殖魚 育成基礎 64 2
内容：
餌と成長の関係を理解し、マダイの稚魚を成魚まで飼育管理。その管理方法や記録方法を理解する

履修上の注意事項 日常の飼育・観察は生物管理上、必要不可欠であり、当事者意識を持って水槽管理を行うことが重要である

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 なし

授業の計画展開

主題・内容

2023.4〜2024.3
生物育成の技術に関する基礎的な知識及び技術を習得する。また、水槽の
設備に関する仕組みの基礎を理解する。

実習

実務経験有=青木(生き物コンサルタント)、
茂木(水族館飼育員)　 村﨑（水産庁調査船に
て魚種調査員）

課題提出物の内容と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

水草・流木を用いて、自然環境を模した意匠の水槽レイアウトし、デザインと環境の関係性を理解する

1〜32回目

33〜64回目

65〜96回目

97〜128回目

授業シラバス 海洋生物学科

さかな飼育実習Ⅰ

村﨑・茂木・青木
水槽・養殖槽の設置方法・メンテナンス方法を理解し、マダイの幼魚から成魚
への飼育方法を習得する。また、グッピーやクマノミ等の観賞用魚の育成方
法も同時に習得する。

1年

必修



学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 128時間 単位数 4単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

魚類学実習Ⅰ-1　魚の姿と形① 64 2

内容： 無顎類・軟骨魚類の生態を理解し、分類の仕方を習得する
64 2
64 2

魚類学実習Ⅰ-2　魚の姿と形② 64 2

内容： 条鰭類の生態を理解し、分類・記録方法(標本)を習得する
64 2
64 2

魚類学実習Ⅰ-3　魚の内臓と生理 64 2

内容： 解剖の基礎を習得。臓器の機能や魚種による違いや特徴 32 1
32 1
32 1

魚類学実習Ⅰ-4　魚の生態 基礎 64 2

内容： 魚類の分布に大きな影響を与える要因を調べ、その分布のメカニズムを理解する

履修上の注意事項 化学薬品の取り扱い方法を十分に理解し、安全に作業に取り組むことが重要である

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 「はじめての魚類学」

授業シラバス 海洋生物学科

青木、田所
魚の分類を習得する。解剖を通じてそれぞれの魚種が持つ特徴を理解し、季
節による餌の違いや臓器の木のなど、生態の基礎を理解する。

近海に棲む水生生物の特徴を理解し、解剖の手順を習得する。

実務経験有＝青木(生物コンサルタント)

魚類学実習Ⅰ

1年

必修

2023.4〜2024.3

実習

65〜96回目

97〜128回目

主題・内容

授業の計画展開

課題提出物の内容と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

1〜32回目

32〜64回目



学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 128時間 単位数 4単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

水質学Ⅰ-1　水の循環と利用 64

内容： 地球の水資源や自然界の水循環を理解し、水文学の基礎知識を習得する
64
64

水質学Ⅰ-2　水質の指標Ⅰ 64

内容： 透明度，透視度，電気伝導度，濁度，色度の意味と役割を理解する
64
64

水質学Ⅰ-3　水質の指標Ⅱ 64

内容： 水質指標としての生物指標（大腸菌群，一般細菌，寄生虫）の意味と役割を理解する
32
32

水質学Ⅰ-4　水処理の基礎Ⅰ 64

内容： 活性汚泥法に代表される，下排水の好気性生物処理の基礎理論を取得する

履修上の注意事項 水質基準や水質評価方法を習得し、生物に対して安全な環境とは何かを理解できることが重要である

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 なし

授業の計画展開

1〜32回目

32〜64回目

65〜96回目

97〜128回目

2023.4〜2024.3
水質環境の現状を把握し、関連する基礎理論を理解する。また、水質基準や
水質評価法を習得する。

講義

実務経験有＝
山田(観音崎自然博物館 協力研究員)

課題内小テストの評価と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

主題・内容

授業シラバス 海洋生物学科

水質学基礎Ⅰ

山田
地域の様々な水環境を対象に、その構造や物理的特性に関する基礎知識の
学習を行う。また、その保全方法や望ましい水環境の構築についての考え方
を習得する。

1年

必修



学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 128時間 単位数 4単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

環境学Ⅰ-1　地球の環境形成の歴史 64 2
内容：
地球の構造と太陽光・生物活動の影響を学び、環境形成の歴史を概観し，現在の地球環境を理解する

64 2
64 2

環境学Ⅰ-2　生物多様性、日本の自然環境の特徴 64 2
内容：
日本の自然環境の特徴を理解する

64 2
64 2

環境学Ⅰ-3　人為による環境改変と生物・生態系への影響 64 2
内容：

1
32 1
32 1

環境学Ⅰ-4　環境施策　SDGｓ 64 2
内容：
SDGsを理解し、環境保全策の提案をする

履修上の注意事項 人為による環境を実際に視察し、生態系への影響を直に感じることが重要である

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 なし

主題・内容

課題提出物の内容と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

授業シラバス 海洋生物学科

環境学基礎Ⅰ

山田
人間活動と環境汚染など地球環境問題に関する課題を理解する。

1年

必修

2023.4〜2024.3
環境保全の知識を結びつけ，自然と人とが共生するための方法（解決策）を
理解する。

実習

実務経験有＝
山田(観音崎自然博物館 協力研究員)

人為による環境改変と生物・生態系への影響を模型を用いて理解する

1〜32回目

32〜64回目

65〜96回目

97〜128回目

授業の計画展開



学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 128時間 単位数 4単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

漁業学Ⅰ-1　日本の漁業 64 2

内容： 漁業管理に関して漁業法をはじめとする法律や制度について習得する
64 2
64 2

漁業学Ⅰ-2　資源と漁業の種類 64 2

内容： 地元市場および漁協を訪ねて、季節による鮮魚の違いや漁船・漁業機械などを
体系的に理解する 64 2

64 2
漁業学Ⅰ-3　漁法 64 2

内容： 三浦海岸において地引網の設置から実施まで体験し、漁網の特性を理解する
32 1
32 1

漁業学Ⅰ-4　漁具の材料 64 2

内容： 漁具の製作・修理を通し、構造や材質の特性と構造を理解する

履修上の注意事項 漁業権を理解し、採取不可の生物とその理由を十分に理解することが重要である

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 なし

授業の計画展開

2023.4〜2024.3
伝統的な漁法を理解し、網や針などの道具の製作修理方法を習得する。

実習

実務経験有＝本間(水産コンサルタント)

課題提出物の内容と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

主題・内容

1〜32回目

32〜64回目

65〜96回目

97〜128回目

授業シラバス 海洋生物学科

漁業学基礎Ⅰ

本間
海洋法律を学び、海上行動を理解する。また、三浦海岸において地引網の設
置から実施まで体験し、地元漁業の仕組みを理解する。

1年

必修



学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 64時間 単位数 2単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

観光レジャー学Ⅰ-1　レジャーの基礎知識 64 2

内容： レジャーの概念や歴史を紐解き、実習を通じてその必要性を理解する
・釣り体験 64 2
・カヤック体験 64 2
・ダイビング体験 64 2

観光レジャー学Ⅰ-2　レジャー環境基礎(水族館) 64 2

内容： 水族館の歴史を学び、主要な水族館をリサーチ。それぞれの構造やコンセプトの違いを理解し、
ライフスタイルに与える影響を考える 32 1

32 1

履修上の注意事項 各アクティビティの基本ルールやマナーを厳守し、安全性を最優先に体験することが重要である。

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 なし

主題・内容

課題提出物(ワークシートおよびリアクションペーパー)の内容と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

授業シラバス 海洋生物学科

観光レジャー学基礎Ⅰ

青木、茂木
釣りに代表される遊漁、ダイビングやカヤックなどのマリンレジャーについて
体験実習を通じ、技術と安全性を理解する。

1年

必修

2023.4〜2024.3
レジャーアクティビティの文化と基礎を理解し、多様性や現代社会における意
義と役割について理解を深める。

実習

実務経験有=青木(生き物コンサルタント)、
茂木(水族館飼育員)

1〜32回目

33〜64回目

授業の計画展開



学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 64時間 単位数 2単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

食品学Ⅰ-1　食品成分の基礎知識 64 2

内容： 魚介類、海藻類を中心に栄養素の基礎知識を習得する
64 2
64 2
64 2

食品学Ⅰ-2　食中毒・寄生虫基礎 64 2

内容： 食中毒発生のメカニズムを理解し、その防止策を習得する。ま
た、寄生虫の種類と特性を理解する 32 1

32 1
64 2

履修上の注意事項 なし

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 なし

1〜32回目

33〜64回目

課題提出物(ワークシートおよびリアクションペーパー)の内容と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

授業シラバス 海洋生物学科

食品学基礎Ⅰ

本間
日本食品標準成分表に基づき、食品の分類と食品の生物学的、物理的、化
学的特性について学ぶ。

1年

必修

2023.4〜2024.3
食品成分表の分類を理解し、食品の特性を理解する。

講義

実務経験有＝なし

授業の計画展開

主題・内容



学科名

科目名 授業のねらい

担当教員

対象学年

必修選択の別

授業時数 128時間 単位数 4単位 到達目標

開講期間

授業形態

備考

回数
(1回2時数)

調理加工基礎実習Ⅰ-1　活き締め加工 64

内容： 活魚の締め方を習得し、魚種による神経箇所の違いを実習と通してを理解する
64
64

調理加工基礎実習Ⅰ-2　調理五法①(生食加工) 64

内容： 3枚下ろし・5枚下ろしなどの魚の捌き方の違いを複数の魚種を用いて習得する
64
64

調理加工基礎実習Ⅰ-3　調理五法②(焼く・蒸す)　 64

内容： 魚を題材として、調理五法の「焼く」「蒸す」を学ぶ
32
32

調理加工基礎実習Ⅰ-4　調理五法③(揚げる・煮る)　　 64

内容： 魚を題材として、調理五法の「揚げる」「煮る」を学ぶ

履修上の注意事項 衛生管理を徹底し、食中毒にならない環境づくりを維持することが重要である

評価方法

テキスト 学内で作成された課題要項を使用

参考文献 なし

授業の計画展開

主題・内容

1〜32回目

32〜64回目

65〜96回目

97〜128回目

2023.4〜2024.3
魚調理を通して、焼く・蒸す・揚げる・煮る・生食加工技術を習得する。

実習

実務経験有＝本間(飲食店料理長)

課題提出物の内容と授業姿勢を総合評価
*『授業の計画展開』にある課題毎に成績を評価する

授業シラバス 海洋生物学科

調理加工基礎実習Ⅰ

本間
調理基本五法を通じ、調理技術を習得する。また、魚の基本的な捌き方の基
礎を習得する。

1年

必修
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